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市長が「令和2年度 施政方針」を発表
～まちづくりは人づくり～

　

私
は
就
任
以
来
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
幸
福
感
を
実
感
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
下
呂
市
の
最

上
位
計
画
で
あ
る
第
二
次
総
合

計
画
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。そ
の
中
で
も
、「
健
康
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
各
種
施

策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
市
民
一
人
一
人
が
「
食
べ

る
こ
と
は
生
き
る
こ
と
」
の
考

え
の
下
、“
減
塩
“
に
よ
る
健

康
寿
命
の
延
伸
に
取
り
組
み
、

子
ど
も
の
頃
か
ら
“
減
塩
“
を

意
識
し
た
食
生
活
に
関
心
を
持

て
る
よ
う
な
取
り
組
み
と
し
て

関
係
各
位
の
ご
協
力
を
得
、
実

施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
取
り
組
み
が
評
価

さ
れ
、
第
８
回
健
康
寿
命
を
の

ば
そ
う
ア
ワ
ー
ド
で
厚
生
労
働

大
臣
最
優
秀
賞
を
受
賞
い
た
し

ま
し
た
。
今
後
は
、
さ
ら
に
市

民
一
人
一
人
の
健
康
に
力
を
入

れ
、「
健
康
立
市
・
下
呂
」
の

構
築
を
加
速
す
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

▲2月25日の令和2年第1回下呂市議会定例会において施政方針を発表する服部市長＝森、下呂庁舎

令和2年度
施政方針

「
幸
福
感
」
を
実
感
す
る
行
政
運
営

「
健
康
立
市
日
本
一
！
」

　

国
道
41
号
屏
風
岩
改
良
お
よ

び
門
原
防
災
の
事
業
化
、
岐
阜

県
内
の
国
道
41
号
雨
量
規
制
区

間
６
区
間
の
解
消
に
向
け
た
、

防
災
、
安
全
対
策
の
事
業
の
推

進
、
一
般
国
道
２
５
７
号
馬
瀬

道
路
イ
ン
フ
ラ

　
　
　
　

整
備
の
推
進

　

子
育
て
応
援
に
お
き
ま
し
て

は
、
中
学
生
の
給
食
費
半
額
支

援
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
岐
阜
県
教
職
員
２
名
を
社

会
教
育
主
事
と
し
て
市
長
部
局

へ
配
置
し
、
家
庭
教
育
の
強
化

を
図
り
、
子
育
て
の
充
実
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
結

果
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
評
価

さ
れ
、
こ
ち
ら
も
令
和
元
年
度

の
「
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
」

の
活
動
の
推
進
に
か
か
る
文
部

科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
い
た
し

ま
し
た
。

子
育
て
の
充
実
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※
本
紙
で
は
、
施
政
方
針
を
抜

粋
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

全
文
に
つ
い
て
は
、
下
呂
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

川
上
工
区
お
よ
び
馬
瀬
黒
石
工

区
の
事
業
推
進
を
強
く
働
き
か

け
る
な
ど
、
下
呂
市
の
道
路
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
た
め
の
事
業
着

手
や
事
業
推
進
を
目
指
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

特
に
下
呂
市
を
東
西
南
北
に

走
る
幹
線
道
路
で
あ
る
国
道
41

号
の
安
全
確
保
、
濃
飛
横
断
自

動
車
道
の
完
成
、
こ
れ
ら
と
接

続
す
る
県
道
・
市
道
整
備
は
防

災
・
経
済
の
発
展
な
ど
持
続
可

能
な
下
呂
市
づ
く
り
に
必
要
不

可
欠
な
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

持
続
可
能
な

　

下
呂
市
づ
く
り

～
第
二
次
総
合
計
画
は

　
　
　
　

後
期
計
画
へ
～

五
輪
な
ど
を
好
機
に

　

魅
力
あ
る
ま
ち
を
Ｐ
Ｒ

未
来
に「
つ
な
ぐ
」

　
　
　
　
　

新
年
度
予
算

　

令
和
２
年
度
に
実
施
す
る
全

て
の
事
業
費
を
積
み
上
げ
ま

す
と
、
一
般
会
計
の
予
算
額

２
２
４
億
１
千
万
円
と
前
年
度

対
比
で
11
億
７
千
万
円
、
5.5
％

の
大
幅
な
増
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
主
に
、
環
境
衛
生
施
設

整
備
事
業
（
新
一
般
廃
棄
物
最

終
処
分
場
）、
地
域
再
生
計
画

事
業（
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー（
仮

称
）、
幸
田
２
号
線
・
森
８
号

線
道
路
整
備
）、
小
学
校
長
寿

命
化
改
良
事
業（
萩
原
小
学
校
）

な
ど
の
大
型
事
業
に
よ
る
も
の

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
財
源
と
し
ま
し
て

は
、
財
政
調
整
基
金
の
計
画
的

活
用
額
と
し
て
６
億
円
、
そ
の

他
の
特
定
目
的
基
金
で
５
億
円

を
取
り
崩
し
、
各
種
事
業
に
充

当
い
た
し
ま
す
。

　

下
呂
市
が
抱
え
る
喫
緊
の
課

題
に
早
急
に
対
応
す
る
た
め
、

堅
実
な
財
政
計
画
の
も
と
基

金
・
市
債
の
有
効
活
用
に
よ
り

効
果
的
、
効
率
性
が
高
い
自
治

体
経
営
を
推
進
す
る
た
め
、
市

民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
魅
力

と
活
力
の
あ
る
ま
ち
を
創
造

し
、
子
々
孫
々
と
引
き
継
い
で

い
け
る
よ
う
誠
心
誠
意
、
全
力

で
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

結
び
に
、
議
員
各
位
を
は
じ

め
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、

健
康
な
「
ま
ち
づ
く
り
・
人
づ

く
り
」
に
積
極
的
に
邁ま
い
し
ん進
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
何
と
ぞ
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

下
呂
市
第
二
次
総
合
計
画
も

令
和
２
年
度
か
ら
後
期
計
画
に

入
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27
年

度
に
策
定
し
た「
下
呂
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

は
、
本
年
３
月
末
に
期
限
を
迎

え
ま
す
が
、
昨
年
12
月
に
は
国

に
お
い
て
、
第
２
期
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

が
閣
議
決
定
さ
れ
、SD

G
s

（
エ

ス
デ
ィ
ジ
ー
ズ
）
やSociety

（
ソ
サ
エ
テ
ィ
）
5.0
と
い
っ
た

新
た
な
課
題
も
見
据
え
な
が

ら
、
地
方
創
生
の
取
り
組
み
を

継
続
す
る
方
針
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

下
呂
市
に
お
き
ま
し
て
も
、

こ
う
し
た
新
た
な
動
き
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
下
呂

市
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み

を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

今
年
は
、
７
月
か
ら
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
、
４
月
５
日
に

は
下
呂
市
で
聖
火
リ
レ
ー
が
行

わ
れ
ま
す
。
下
呂
市
は
、
ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
と
し
て
の
役
割
を
担

い
、
平
和
の
祭
典
を
盛
り
上
げ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
10
月
に

は
全
国
健
康
福
祉
祭
岐
阜
大

会
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
岐
阜

２
０
２
０
）
が
開
催
さ
れ
、
下

呂
市
は
武
術
太
極
拳
と
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
の
会
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
好
機
と
し
て
、
今

ま
で
以
上
に
下
呂
市
を
国
内
外

に
向
け
、
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と

も
に
、
旅
行
者
の
受
け
入
れ
環

境
の
整
備
を
図
り
、
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
観
光
地
域
づ
く
り
を
進

め
、
満
足
度
の
高
い
観
光
地
を

め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

災
害
リ
ス
ク
を
常
に
念
頭
に

置
き
、被
害
を
最
小
限
に
抑
え
、

迅
速
な
復
旧
復
興
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
る
強
靭
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
令
和
２

年
度
に
は
「
下
呂
市
国
土
強
靭

化
地
域
計
画
（
仮
称
）」
を
策

定
し
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両

面
か
ら
事
前
防
災
対
策
の
強
化

を
図
り
ま
す
。

事
前
防
災
対
策

　

人
口
減
少
は
全
国
的
に
も
大
き

な
問
題
で
あ
り
、
下
呂
市
に
と
っ

て
も
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す

が
、
あ
る
程
度
の
人
口
減
少
は
想

定
内
と
捉
え
、
今
後
、
Ｕ
・
Ｉ
・

Ｊ
タ
ー
ン
に
よ
る
下
呂
市
に
戻
る

仕
組
み
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

人
口
減
少
対
策


